
茨城県における
薬事関連災害医療体制と法制度

令和７年９月７日
令和７年度茨城県災害支援薬剤師養成研修会Ａ資料

茨城県保健医療部医療局薬務課
係長 大藏 純一
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本日の内容

1.背景

2.「医療計画」と「地域防災計画」における位置づけ

3.茨城県保健医療部災害対策マニュアル

4.茨城県災害薬事コーディネーター・災害支援薬剤師について

5.EMIS（広域災害・救急医療情報システム）について
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1.背景
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茨城県災害薬事コーディネーター等設置要綱（令和５年１０月１０日策定）※令和７年７月23日改定

（目的）

第１条 この要綱は、災害等により大規模な人的被害が発生した場合において、必要とされる医療が迅速かつ的確に提供

できる体制の構築を図るため、医薬品等の供給調整や薬剤師の派遣調整等を行う、茨城県災害薬事コーディネーター

（以下「コーディネーター」という。）及び茨城県災害支援薬剤師（以下「災害支援薬剤師」という。）の設置に関

し、必要な事項を定める。

（認定及び任期）

第２条 知事は、災害時における薬事に関連する課題解決に精通した薬剤師として、公益社団法人茨城県薬剤師会（以下

「薬剤師会」という。）から推薦を受けた者のうちから、コーディネーターを認定する。

２ 知事は、第４条に規定する研修会、若しくは知事が同等以上と認める研修会等を受講し、かつ、災害時における薬事

に関連する課題解決に精通した薬剤師のうちから、災害支援薬剤師を認定する。

３ コーディネーターの任期は、認定の日からその日の属する年度の翌年度の末日までとする。ただし、再任は妨げない。

なお、コーディネーターが欠けた場合においては、後任のコーディネーターを認定することとし、その任期は、前任

者の残任期間とする。

４ 災害支援薬剤師の任期は、認定の日からその日の属する年度の翌年度の末日までとする。ただし、災害支援薬剤師が

任期延長を希望する場合には、任期満了日までに必要な研修を受講することにより、災害支援薬剤師の任期を現在の

任期満了日から１年間延長することができる。
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茨城県地域防災計画（R7.3改定）第８次 茨城県保健医療計画
（計画期間R6～R11）

災害対策基本法 第40条医療法 第30条の４根拠法令
災害対策基本法第40条の規定に基づき、茨城県防
災会議が策定する計画であって、県内の災害全般
に関して総合的な指針及び対策計画を定めたもの

医療法第30条の4第1項の規定に基づく茨城県の医
療計画として位置付けられるもの概要

地震災害対策計画編
第３章災害応急対策計画
第４節被害軽減対策
第５応急医療
■対策
１応急医療体制の確保
(4)災害薬事コーディネート体制の確保

○各論
第１章県民の命を守る地域医療の充実
第２節医療体制の確立
７災害医療
【対策】
(4)災害医療救護及びコーディネート体制

災害薬事
コーディ
ネーター
の規定

茨城県災害薬事コーディネーター等設置要綱（令和５年10月10日策定）
災害等により大規模な人的被害が発生した場合において、必要とされる医療が迅速かつ的確に提供

できる体制の構築を図るため、医薬品等の供給調整や薬剤師の派遣調整等を行う、茨城県災害薬事
コーディネーター及び茨城県災害支援薬剤師の設置に関し、必要な事項を定める。

設置要綱

災害薬事コーディネーター活動要領（令和７年３月10日付け医薬総発0310第２号厚生労働省医薬局総務課長通知）
都道府県の地域防災計画等において、災害薬事コーディネーターの運用計画等について記載する際及び都道府県

の医療計画等において、災害薬事コーディネーターの整備、運用等の災害時の医療に係る項目を記載する際の指針
（参考）

2.「医療計画」と「地域防災計画」における位置づけ
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第8次茨城県保健医療計画（令和6年度～令和11年度）

(4) 災害医療救護及びコーディネート体制

ア 求められる医療機能
(ｲ) 県、地域災害医療コーディネーター、災害時小児・周産期リエゾン及び災害薬事
コーディネーター等の協力の下、関係機関との相互の状況把握に努め、適切な役
割・連携による、地域の実情に応じた災害時の医療提供体制を構築すること。

イ 対策
(ｶ) 被災地の薬事・衛生面に関する情報の把握や、医薬品や薬剤師のマッチング等を
行う災害薬事コーディネーターの養成及びその能力向上に務めます。

○各論
第１章 県民の命を守る地域医療の充実

第２節 医療体制の確立
７ 災害医療

【対策】
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茨城県地域防災計画（令和6年度版）

(4) 災害薬事コーディネート体制の確保
【県（保健医療部）】
県は、被災地において、必要とされる医療が迅速かつ的確に提供できる体制の構築を図るため、医薬品等の供給調整や薬
剤師の派遣調整等を行う、茨城県災害薬事コーディネーター及び茨城県災害支援薬剤師を設置する。

茨城県災害薬事コーディネーターは、県の要請により茨城県災害対策本部保健医療部に出務し、次の業務を行う。
① 県全体の薬局等の被害状況の分析に関すること。
② 県全体の医薬品等ニーズ及び薬剤師ニーズの分析に関すること。
③ 県全体の医薬品等の供給及び薬剤師の派遣に係る助言及び調整に関すること。
④ 県全体の薬局及び医療救護チームへの支援に関すること。
⑤ 県全体の医薬品集積センター及び仮設調剤所における医薬品等の管理に関すること。
⑥ その他、災害時における薬事に関連する課題解決等、県が必要と認める事項

茨城県災害支援薬剤師は、県の要請により茨城県災害対策本部保健医療部保健所現地対策班に出務し、次の業務を行う。
① 地域の薬局の被害状況の分析に関すること。
② 地域の医薬品等ニーズ及び薬剤師ニーズの分析に関すること。
③ 地域の医薬品等の供給及び薬剤師の派遣に係る助言及び調整に関すること。
④ 薬局及び医療救護チームへの支援に関すること。
⑤ 医薬品集積センター及び仮設調剤所における医薬品等の管理に関すること。
⑥ その他、災害時における薬事に関連する課題解決等、県が必要と認める事項

なお、茨城県災害薬事コーディネーターと茨城県災害支援薬剤師は、相互に連携・協力して業務を行うものとする。

地震災害対策計画編
第３章 災害応急対策計画
第４節 被害軽減対策
第５ 応急医療
■対策
１ 応急医療体制の確保
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計画の内容
第8次茨城県保健医療計画の概要（PDF：694KB）

第8次医療計画
   表紙・あいさつ・目次
総論第1章_計画の基本的な考え方（P1-8）
総論第2章_現在の保健医療の状況（P9-36）
総論第3章_将来の保健医療の状況（P37-38）
総論第4章_保健医療圏と基準病床数（P39-44）
各論第1章第1節_地域医療連携の推進～第2節5_精神疾患（P45-124）
各論第1章第2節6_救急医療～12_在宅医療（P125-203）
・・・

第8次茨城県保健医療計画（令和6年度～令和11年度）
※茨城県ホームページhttps://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/iryo/keikaku/koso/health-med-plan/r3-minaoshi-3.html

• 地震災害対策計画編（R7.3改定）
• 津波災害対策計画編（R7.3改定）
• 風水害等対策計画編（R7.3改定）
• 資料編1（R7.3改定）表紙～3地震及び気象に係る基礎データ
• 資料編2（R7.3改定）4中央防災会議～8危険箇所等
• 資料編3（R7.3改定）9危険物施設・毒性ガス～17災害応急復旧
• 資料編4（R7.3改定）18被災者生活再建支援法の適用～25災害報告

※この他に原子力災害対策計画編もあります。

茨城県地域防災計画（令和6年度版）
※茨城県ホームページhttps://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/bousaikiki/bousai/bosaikeikaku.html
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○作成の目的
本マニュアルは、大地震や風水害等の自然災害が発生した際の、県地域防災計画に示さ

れた保健医療部の役割等について、福祉部との連携の下、各職員が、市町村、医療機関・
福祉施設、県医師会・県社会福祉協議会等関係団体、日本赤十字社茨城県支部等と協力し
て実施する応急対策活動を円滑に行えるよう、具体的な手順を定め、保健医療・福祉関係
者の災害時における応急対策活動を支援することを目的とする。

○基本的考え方
本マニュアルは、発災後７２時間以内における初動期の活動を中心に、県保健医療部職

員が迅速かつ適切な対応がとれるよう、県保健医療部職員の招集・活動体制、災害時に必
要とする業務の詳細な手順等を記述してある。
（中略）

本マニュアルに則り、市町村、医療機関並びに県医師会、県歯科医師会、県薬剤師会、
県看護協会などの関係団体等と綿密に連携することにより、適確な活動が実現するもので
あり、各機関においても各々が災害時の活動マニュアルを定めることによって、より強固
な災害対策体制の構築が期待されるものである。

3.茨城県保健医療部災害対策マニュアル 令和７年８月改定
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県保健医療部の災害対策組織図
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内容年月

「災害時の医療救護活動に関する協定」を締結
茨城県地域防災計画等に基づき、茨城県薬剤師会が災害発生

時の医療救護活動に協力

平成19年12月

台風第18号 災害時の医療救護活動平成27年9月

台風第19号 災害時の医療救護活動令和元年10月

茨城県災害薬事コーディネーター等設置要綱を作成令和５年10月

第８次茨城県保健医療計画に災害薬事コーディネーター等を規定令和６年４月

茨城県地域防災計画に災害薬事コーディネーター等を規定令和７年３月

茨城県の薬事に関する災害対応
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災害薬事コーディネーター４名
（内訳）

県薬剤師会 ３名
県立中央病院１名

4.茨城県災害薬事コーディネーターの役割

茨城県災害薬事コーディネーター等設置要綱 第３条第１項

〈業務〉
コーディネーターは、県の要請により、茨城県災害対策本部保健医療部（保健医療部本

部）に出務し、次の業務を行う。

（１）県全体の薬局等の被害状況の分析に関すること
（２）県全体の医薬品等ニーズ及び薬剤師ニーズの分析に関すること
（３）県全体の医薬品等の供給及び薬剤師の派遣に係る助言及び調整に関すること
（４）県全体の薬局及び医療救護チームへの支援に関すること
（５）県全体の医薬品集積センター及び仮設調剤所における医薬品等の管理に関すること
（６）その他、災害時における薬事に関連する課題解決等、県が必要と認める事項
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茨城県災害薬事コーディネーター等設置要綱 第３条第２項

〈業務〉
災害支援薬剤師は、県の要請により 、医薬品集積センターや茨城県災害対策本部保

健医療部保健所現地対策班 、被災地等に出務し、次の業務を行う。

（１）地域の薬局の被害状況の分析に関すること
（２）地域の医薬品等ニーズ及び薬剤師ニーズの分析に関すること
（３）地域の医薬品等の供給及び薬剤師の派遣に係る助言及び調整に関すること
（４）薬局及び 医療救護チームへの支援に関すること
（５）医薬品集積センター及び仮設調剤所における医薬品等の管理に関すること
（６）その他、災害時における薬事に関連する課題解決等、県が必要と認める事項

4.茨城県災害支援薬剤師の役割
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合計R6R5

753738薬局薬剤師

1293病院薬剤師

422その他

914843計

中央 8名

土浦 9名

つくば 12名

水戸市 9名

ひたちなか 18名

日立 5名

潮来 4名

竜ケ崎 14名

古河 6名

筑西 4名

県外 2名

令和５年度認定者 令和６年３月１日現在勤務地別
令和６年度認定者 令和７年１月31日現在勤務地又は住所別

での人数の合計

茨城県災害支援薬剤師配置状況（保健所別）茨城県災害支援薬剤師認定数

（単位：名）
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茨城県災害薬事
コーディネーター

被災医療機関

避難所

市町村

薬務課

県災害対策本部保健医療部

保健所

地域薬剤師会
県薬剤師会

薬剤師

医薬品卸組合等

医薬品集積センター

不足情報

派遣依頼
(衛生指導)

県医師会

派遣依頼(JMAT)

供給

協力者募集
助言・指導

派遣

派遣

医薬品等

薬剤師

被災情報

赤十字血液センター等

不足情報

設置
把握

不足情報

仮設調剤所
不足情報

被災薬局

把握

※リエゾンとして
薬務課職員１名
常駐

供給依頼

報告

報告 要請

報告

協力依頼

派遣依頼

派遣依頼

報告

（災害支援薬剤師）
（災害支援薬剤師）

災害時の薬事関連体制の概要 ※イメージ
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5.EMIS（広域災害・救急医療情報システム）※EMIS：Emergency Medical Information System
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医薬品や衛生資器材、医療ガス等の
使用可否状況を確認

医療機関名

医療機関名

医療機関名

医療機関名

都道府県名

市町村名


